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Ｐ１４０１１ 

 

平成２６年度実施方針 

 

ロボット・機械システム部 

 

１．件 名：（大項目） 

インフラ維持管理・更新等の社会課題対応システム開発プロジェクト 

 

２．根拠法 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第１５条第１項第２号 

 

３.背景及び目的・目標 

（１）政策的な重要性 

本研究開発を実施するにあたり、関連する政策は以下（抜粋）のとおり。 

・日本再興戦略（平成２５年６月１４日 閣議決定） 

○IT 等を活用したインフラ点検・診断システムの構築 

センサーやロボット、非破壊検査技術等による点検・補修の信頼性・経済性が実証

できたところから、順次、これらの新技術を導入する（点検等の基準の見直し、政府

調達等への反映等）。（中略）モニタリング技術の高度化、ロボットによる点検・補

修技術の開発等により、効率的・効果的なインフラ維持管理・更新を実現する。 

 

・科学技術イノベーション総合戦略～新次元日本創造への挑戦～（平成２５年６月７日 

閣議決定） 

（１）効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現 

この取組では、効果的、効率的に構造物の劣化・損傷等を点検・診断する技術やイ

ンフラを補修・更新する技術、インフラの構造材料の耐久性を向上させる技術等の開

発を推進する。この取組により、災害時対応や確認困難な箇所等の対応が安全かつ適

切に行えるようになるほか、近年進むインフラ老朽化にもコスト・安全性のバランス

を鑑みて戦略的に対処することが可能となり、長期にわたり安心してインフラを利用

できる社会を目指す。 

 

・世界最先端 IT 国家創造宣言（平成２５年６月１４日 閣議決定） 

②IT 利活用による世界一安全で経済的な社会インフラの実現 

劣化・損傷個所の早期発見、維持管理業務の効率化につながるセンサー、ロボット、

非破壊検査等の技術の研究開発・導入を推進する。研究開発に当たっては、開発され

た技術が現場での導入につながるよう、ニーズや信頼性、経済性に十分配慮するなど、

将来的な普及促進を見据えた研究開発を行う。 

 

（２）我が国の状況 

高度成長期以降に整備されたインフラのうち、社会インフラは、今後２０年で建設後５

０年以上経過する施設の割合が加速度的に高くなる。これは、石油精製プラント、化学プ

ラント、鉄鋼所や発電所などの産業インフラも同様である。適切な維持管理が行われない

ことにより、インフラの崩壊や機能不全が発生し、人命や社会に影響を及ぼす危惧が高ま

っている。 

我が国のインフラの維持管理・更新に対する課題は以下に集約されると考えられる。 

・維持管理・更新に対する財政問題 

  今後、維持管理・更新に従来どおりの支出を行うと仮定すると、２０３７年度には
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現在のレベルの投資総額を上回り、２０１１年度から２０６０年度までの５０年間に

必要な更新費（約１９０兆円）のうち、約３０兆円（全体約１６％）の更新ができな

くなる。 

・維持管理の人材・技術不足 

  維持管理の技術者の高齢化が著しく、一定レベルの知見を有する技術者が不足して

いる。また、共用年数の長い施設に関する知見が不足し、維持管理に必要な技術が不

十分である。 

 

また、我が国の主要なインフラでは、数年毎に定期点検を実施しているが、定期点検間

の急激な劣化進行等の異常の把握は、人材の確保及び人件費の削減により困難である。加

えて、定期点検時においても目視点検が困難な箇所も存在する。さらに、災害時において

は、緊急点検に時間を要し、迅速な復旧が困難であるといった課題もある。 

 

（３）世界の取り組み状況 

米国では、１９６０年代後半から橋の事故が続発した。７０年代はじめに、全ての道路

橋に２年に１度の点検を義務化しており、現在は、毎年約３０万の橋の点検のために１０

００億円を超える予算を連邦政府が支出しているが、費用面・検査時間・人材面などにお

いて課題がある。また、欧州においても建設後５０年を経過したインフラが多数存在する

とみられており、同様な課題がある。中国では、新規のインフラを中心にモニタリングが

進みつつある。 

 

（４）本事業のねらい 

本事業では、既存インフラの状態に応じて効果的かつ効率的な維持管理・更新等を図る

ため、的確にインフラの状態を把握できるモニタリングの技術開発及び維持管理を行うロ

ボット・非破壊検査装置の技術開発を行い、インフラの維持管理・更新等における財政問

題及び人材・技術不足の解決に寄与する。 

 

［委託事業］ 

研究開発項目①「インフラ状態モニタリング用センサシステム開発」 

本研究開発は、２０１６年度末までに概ねの研究開発を終了することを中間目標とし、

以降は、実証実験を中心に実施する。 

 

最終目標（平成３０年度） 

（１）センサ端末開発 

以下の全てを満たし、簡易に設置できるセンサ端末を開発する。 

・インフラ構造物及びその構成部材の健全度を診断するための振動、変位及びその他

必要と考えられるデータを計測できるものとし、これらは温度も同時に計測できる

ものとする。 

・少なくとも１時間に１回の無線通信を含む全ての動作を自立電源で自己動作できる

ものとするとともに、地震等の突発事象を検出できるものとする。 

・片手で取り付け可能なサイズ（概ね７ｃｍ×１０ｃｍ×５ｃｍ）以下とする。 

・無線通信は、電波法による無線局の免許を受けることなく利用することができる周

波数とし、その距離は実環境下で３０ｍ以上とする。 

・実環境下で１０年以上の信頼性を有するものとする。 

  

（２）センサネットワークシステムの構築と実証実験 

（１）で開発したセンサ端末を活用したインフラ状態をモニタリングするネットワ

ークシステムを構築するとともに、インフラの実環境下で適用できるシステムを開発

する。 
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なお、「（１）センサ端末開発」については、可能な限り早く目標達成の見通しを

得て、「（２）センサネットワークシステムの構築と実証実験」が実施できるよう努

める。また、実証実験等の結果は、開発にフィードバックしつつ研究開発を実施す

る。 

 

研究開発項目②「イメージング技術を用いたインフラ状態モニタリングシステム開発」 

本研究開発は、２０１６年度末までに概ねの研究開発を終了することを中間目標とし、

以降は、実証実験を中心に実施する。 

 

最終目標（平成３０年度） 

（１）イメージング技術開発 

・完全自動により画像データから０．２ｍｍ以上のひび割れ等を８割以上の確率で

判別できる画像処理手法を開発し、実証する。 

・撮影時の位置ずれを補正でき、平面のみならず、奥行き（３次元）の変形も計測

できる画像解析手法を開発し、実証する。なお、１回の撮影で構造物の支点間の

長さの２万分の１の変位を計測できること及び１５ｍ以上の構造物を計測でき

ることとする。 

 

（２）イメージング技術を用いたモニタリングシステムの実証実験 

（１）で開発したイメージング技術を用いて、インフラ状態をモニタリングする

システムを構築するとともに、インフラの実環境下で適用できるシステムを開発す

る。 

   

なお、「（１）イメージング技術開発」については、可能な限り早く目標達成の見通

しを得て、「（２）イメージング技術を用いたモニタリングシステムの実証実験」が実

施できるよう努める。また、実証実験等の結果は、開発にフィードバックしつつ研究

開発を実施する。 

 

研究開発項目③「インフラ維持管理用ロボット技術・非破壊検査装置開発」 

最終目標（平成３０年度） 

本研究開発は、２０１６年度末までに概ねの研究開発を終了することを中間目標と

し、以降は、実証実験を中心に実施する。 

 

 （１）ロボット技術開発 

「次世代社会インフラ用ロボット開発・導入における重点分野」が指定する維持

管理業務について、「ロボット現場検証委員会（仮称）」の検証評価の下、従来の作

業員による点検や重機を用いた作業と同程度のトータルコスト及び同程度の精度を

有するロボットを開発する。 

 

（２）非破壊検査装置開発 

上記のロボット技術開発で想定されるロボットへの搭載可能な非破壊検査装置

を開発する。開発する装置は、Ｘ線や赤外線等を検査光源とし、正確な計測を可能

にするために必要と考えられる光源数を搭載する。また、ロボットに搭載可能なサ

イズ、重量とし、検査対象の健全性を診断するための検査精度を備えたものとする。

さらに、稼働寿命は２万時間以上とし、検査光源に対する安全性を十分に考慮した

ものとする。 
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４.事業内容 

４．１ 平成２６年度（委託）事業内容 

基本計画に基づき、既存インフラの状態に応じて効果的かつ効率的な維持管

理・更新等を図るため、的確にインフラの状態を把握できるモニタリングの技術

開発及び維持管理を行うロボット・非破壊検査装置の技術開発を実施する。具体

的には、以下の研究開発項目について公募して実施する。 

 

研究開発項目①「インフラ状態モニタリング用センサシステム開発」 

インフラ構造物及びその構成部材の状態を常時・継続的・網羅的に把握するセン

サシステム開発及びそのセンサシステムを用いたセンサネットワークシステムの構

築と実証実験を行う。 

 

研究開発項目②「イメージング技術を用いたインフラ状態モニタリングシステム開

発」 

  完全自動により取得データからひび割れ等を判別できるデータ処理手法、撮影時

の位置ずれを補正でき平面のみならず、奥行き（３Ｄ）もわかる画像解析手法を開

発し、実証実験を行う。 

 

研究開発項目「③インフラ維持管理用ロボット技術・非破壊検査装置開発」 

 インフラ構造物の中で、人間の立入りが困難な箇所へ移動し、インフラの維持

管理に必要な情報を取得できるロボットの開発と実証実験を行う。また、これら

のロボットに搭載可能な、小型の非破壊検査装置の開発と実証実験を行う。 

 

４．２ 平成２６年度事業規模 

一般勘定  １，６２０百万円（新規） 

 事業規模については、変動があり得る。 

 

５．事業の実施方式 

 ５．１ 公募 

（１）掲載する媒体 

「ＮＥＤＯホームページ」及び「e-Rad ポータルサイト」で行う。 

 

（２）公募開始前の事前周知 

   公募開始の１ヶ月前にＮＥＤＯホームページで行う。本事業は、e-Rad 対象事業で

あり、e-Rad 参加の案内も併せて行う。 

 

（３）公募時期・公募回数 

 平成２６年４月頃に１回行う。 

 

（４）公募期間 

原則３０日間以上とする。 

 

（５）公募説明会 

ＮＥＤＯ本部近郊にて１回行う。 

 

５．２ 採択方法 

（１）審査方法 

・ e-Rad システムへの応募基本情報の登録は必須とする。 

・ 実施者の選定・審査は、公募要領に合致する応募を対象にＮＥＤＯが設置する審査
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委員会（外部有識者で構成）で行う。審査委員会（非公開）は、提案書の内容につ

いて外部専門家（学識経験者、産業界の経験者等）を活用して行う評価（技術評価

及び事業化評価）の結果を参考にし、本事業の目的の達成に有効と認められる実施

者を選定した後、ＮＥＤＯはその結果を踏まえて実施者を決定する。 

・ 申請者に対して、必要に応じてヒアリング等を実施する。 

・ 審査委員会は非公開のため、審査経過に関する問合せには応じない。 

 

（２）公募締切から採択決定までの審査等の期間 

４５日間以内とする。 

 

（３）採択結果の通知 

採択結果については、ＮＥＤＯから申請者に通知する。なお不採択の場合は、その

明確な理由を添えて通知する。 

 

（４）採択結果の公表 

採択案件については、申請者の名称、研究開発テーマの名称・概要を公表する。 

 

６. その他重要事項 

 

６．１ 運営・管理 

ＮＥＤＯは、研究開発内容の妥当性を確保するため、社会・経済的状況、国内外の

研究開発動向、政策動向、プログラム基本計画の変更、評価結果、研究開発費の確保

状況、当該研究開発の進捗状況等を総合的に勘案し、達成目標、実施期間、研究開発

体制等、基本計画の見直しを弾力的に行うものとする。 

 

６．２ 複数年度契約の実施 

 原則、複数年度契約を行う。 

 

６．３ 知財マネジメントにかかる運用 

   「ＮＥＤＯプロジェクトにおける知財マネジメント基本方針」に従ってプロジェク

トを実施する。 

 

７．スケジュール 

  本年度のスケジュール： 平成２６年 ４月上旬・・・公募開始 

  ４月上旬・・・公募説明会 

  ５月上旬・・・公募締切 

  ６月下旬・・・契約・助成審査委員会 

  ６月下旬・・・採択決定 

  ６月下旬・・・事業開始 

 

８．実施方針の改定履歴 

 （１）平成２６年３月、制定 

 （２）平成２６年４月、組織改編に伴う部署名の変更 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       


